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株式のご案内 インフォメーション

株主優待制度について

大株主 （平成29年3月31日現在、単位：千株、％）

　当行では、株主の皆様への日頃のご支援に感謝するとともに、より多くの皆さまに中長期的に当行株式を保有していただくことを目的とし、「株主優
待制度」を設け「株主優遇定期預金」を取り扱っております。

スーパー定期預金（株主優遇定期預金）

平成29年3月31日現在で、当行株式を1,000株以上保有されている株主ご本人様（個人・法人）
※対象の確認のため、「株主優遇定期預金ご優待券」が必要になります
※保有株式数1,000株以上10,000株未満の方は優待券を1枚、10,000株以上の方は2枚贈呈

平成29年7月1日から平成30年6月30日まで

1年ものスーパー定期預金店頭表示金利＋0.3％

1年

優待券1枚につき、10万円以上500万円以下（1円単位）

●「株主優遇定期預金ご優待券」を、株主総会決議ご通知に同封し、対象となる株主様へ郵送いたします。お預け入れ時にご
優待券をご提示ください。●ＡＴＭ、インターネットバンキングでのお取扱いはいたしません。●株主様お一人につき１店
舗でのお取扱いとさせていただきます。

株式の状況 （平成29年3月31日現在）
○発行済株式の総数 （普通株式） 80,964,300株 （Ａ種優先株式） 30,000,000株
○総株主数 （普通株式） 5,781名 （Ａ種優先株式） 1名

1. 商品名

2. 対象株主様

3. お取扱期間

4. 適用金利

5. お預け入れ期間

6. お預け入れ金額

7.ご利用方法

株主の氏名または名称
南日本銀行行員持株会

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口)

株式会社みずほ銀行

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口４)

株式会社福岡銀行
一般財団法人岩崎育英文化財団
明治安田生命保険相互会社
西日本信用保証株式会社
みずほ信託銀行株式会社
共栄火災海上保険株式会社

所有株式数
4,806

3,112

3,096

3,088

2,808
2,384
2,276
2,172
2,157
2,011

持株比率
5.97

3.86

3.84

3.83

3.48
2.96
2.82
2.69
2.67
2.49

株主の氏名または名称
株式会整理回収機構

所有株式数
30,000

持株比率
100.00

(注)
1.所有株式数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
2.持株比率は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。
3.普通株式の持株比率は、自己株式(456,236株)を控除して計算しております。

●普通株式

●Ａ種優先株式

株式事務のご案内
● 事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
● 剰余金の配当基準日 3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）
● 定時株主総会 毎年6月下旬
● 単元株式数 1,000株
● 株主名簿管理人 東京都中央区八重洲1丁目2番1号
＜事務取扱場所＞ みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
● 公告方法 電子公告により、当行ホームページ（http://nangin.jp）

に掲載いたします。ただし、事故その他やむを得な
い事由により公告をすることができない場合は、日
本経済新聞および鹿児島市において発行する南日
本新聞に掲載いたします。

〔郵便物送付先・お問い合わせ先〕

（ご注意）
　証券会社等をご利用の場合は、住所変更や買取請求等はご利用の証券会社等へご連絡願い
ます。未払配当金については、上記の「お問い合わせ先」へご連絡ください。

郵便物送付先 〒168-8507
 東京都杉並区和泉2-8-4みずほ信託銀行証券代行部

お問い合わせ先 0120-288-324(フリーダイヤル)

新販路コンサルティング『（ＷＩＮ－ＷＩＮネット業務）』

お取引先事業者の皆様へ多面的な支援を
行い、「ＷＩＮ－ＷＩＮ」の関係を実現します。

1.お客様の事業支援に責任を持って取り
組みます。

2.事業支援の取組みの中で、お客様と一緒
に汗をかき、ともに笑いともに泣きます。

3.お客様を本気で支え、地域経済の面的
活性化を目指します。

4.これまでの銀行業務同様の業務品質を
確保し、どんなに難易度が高くとも全力
を尽くし、永続的な取組みを実現します。

5.お客様の信頼を得ながら、コンプライア
ンスに則った事業支援に努めます。

「5つの宣言」

　当行は新販路コンサルティング「ＷＩＮ－ＷＩＮネット業務」に継続的に
取り組んでおり、経営改善支援活動を図ることで、地域経済の活性化
に努めてまいります。

１．主旨
信用力で選別することなく、面の活動においてお取引先事業者の
事業支援に本格的に責任をもつことで、強力なリレーションを構築す
るとともに、地域経済の活性化に努めていきます。

２．概要
ＷＩＮ－ＷＩＮネット業務とは、主に４業種（サービス業、卸・小売業、
建設業、不動産業）の中小規模事業者のお取引先を対象とし、新販
路のご紹介と事業運営方法の提供・アドバイス等のコンサルティング
機能を発揮する中で本業（売上）支援を行うことで、お取引先と当行
の経営の発展に資することを目的とします。
当行の支援活動の結果、予め契約により設定された売上目標額以
上に売上高改善が図られた場合のみ手数料をいただく「完全成功報
酬型」の業務です。

３．取組状況
平成23年度下期から本格的に本業務に取組んでおり、契約締結
先に対して具体的なコンサルティング支援を行っております。

【実績（平成29年3月末現在）】
　契約締結先数：1,604先　売上支援実績：571先、4,554百万円

当行Ａ支店が、安納芋の生産・販売を行う取引先のＢ社に事業性評価ヒアリングを実施したところ、Ｂ級品や規格外
の販路先・加工技術がなく、年間10トン程度がデッドストックとなり、最終的に廃棄処分となっている課題を把握しま
した。そこで、Ｂ級品・規格外の出荷可能数量・価格の目安を設定したうえで、当行全営業店へ情報を発信しました。
その情報を得た県外にある当行Ｃ支店は、安納芋の焼き芋・ペースト原料の仕入先を求めていた青果仲卸業者Ｄ社へ、

Ｂ級品・規格外の安納芋を使った自社での加工品開発（ジャム・アイスクリーム等）を提案しました。その結果、双方の条件
が合い、Ｂ社とＤ社の取引が開始され、Ｂ社はそれまでの年商の１割以上の売上高増加が見込めることになりました。
Ｂ社は当行の本業支援により経営改善が図られたことで、更に事業意欲が湧き、後継者育成と今後の事業展開に
弾みがついたと喜ばれる事例となりました。

WIN－WINネット業務支援事例

「ＷＩＮ－ＷＩＮネット業務」に関するお問合せは 0120-３７３-５７３営業統括部 R
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上町支店　移転リニューアルオープン
　平成29年5月15日（月）、上町支店が移転リニューアルオープンしました。上町支店は、22台の駐車場を完備し、バリアフ
リー、車いすでも利用可能な多目的トイレ、音声案内装置、点字ブロック等を設けており、キッズスペースや地域コミュニティ
コーナーも設置しております。また、石畳をイメージした床や、壁やソファの生地に薩摩切子の模様をあしらうなど、城下町とし
ての佇まいを残す「上町地区」の地域性を生かした店舗となっております。

薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会の開催
　平成28年11月、薩長土肥包括連携協定の協働事業として、「薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会」を東京都内にて開催し
ました。本商談会は、4県の食材、食品の発展、取扱商品の一層の充実を図り、地域企業のサポートや地域経済の発展・活性化を
目的として個別商談方式で行いました。主に食材、食品を取扱うサプライヤーが4県から参加され、バイヤーとの商談と併せ
て、サプライヤー同士の情報交換も行われ、地域の特性を活かした提携商品の開発等の提案も盛んに行われました。

経営者保証に関するガイドラインの活用状況
　当行では、従前よりご融資の際に個人保証をご提供いただく場合には、ご契約時に保証に関する意思を慎重に確認させてい
ただくとともに、保証内容等についてご理解をいただけるよう、丁寧に説明させていただいております。
　また当行は、経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会及び日本商工会議所が事務局）が公表した「経営者保
証に関するガイドライン」を踏まえ、事業性評価を適切に行うことで担保・保証に過度に依存しない取組みを進めるとともに、本
ガイドラインの要件を満たさない場合であっても、企業の成長可能性や事業性を勘案した柔軟な対応に努めてまいります。

【郵便番号】 ８９２－０８０５
【 住 所 】 鹿児島市大竜町３番１１号
【 電 話 】 ０９９－２２６－０１０１

旧・上町支店

新・上町支店

新規融資件数（①）

　　新規に無保証で融資した件数（②）

　　新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合（②÷①）

保証契約を解除した件数

3,645件

601件

16.48％

44件

平成28年度実績取組み概要

「働き方改革に係る包括連携協定」を締結
　平成29年3月31日（金）、鹿児島労働局と「働き方改革に係る包括
連携協定」を締結しました。本協定は、中小企業などにおける労働環境
の改善を図るために締結したものであり、当行がお取引先に対し「働
き方改革」への取組みを支援することで、若者などの鹿児島県内企業
への雇用促進や定着促進も図れるものと考えております。
　今後は、鹿児島労働局の施策が各企業に的確に周知されるよう、労
働関係助成金に関する研修を当行職員に対し実施するなど、本協定を
活用した取組みを進めてまいります。
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鹿児島ユナイテッドＦＣ定期預金の販売
　鹿児島を盛り上げるために活動するサッカーチーム「鹿児島ユナイテッドＦＣ」を応援する商品として、『鹿児島ユナイテッドＦ
Ｃ定期預金』を平成29年3月15日～平成29年5月31日の期間で販売しました。本商品は預金総額の0.01％相当額（上限
100万円）を鹿児島ユナイテッドＦＣへ支援金として贈呈するとともに、ご契約いただいたお客様の中から500名様に抽選で
観戦チケットのプレゼントや、ホームゲームの入場者数に応じて定期預金金利がアップするなど、鹿児島ユナイテッドＦＣのサ
ポーター増加も企図した商品としております。
※本定期預金の販売は終了しております。

技術相談会の開催

各種商談会への出店支援
　南九州地域の農業、食料を
中心とした産業振興を行い、地
域経済の活性化に寄与するた
めに、「鹿児島アグリ＆フード金
融協議会」（鹿児島県内7金融
機関で構成）に参画し、販路開
拓及び事業展開支援に向けた
各種相談会への出店支援を
行っております。

　南銀産学交流支援サービス
の一環として、㈱鹿児島TLO協
力のもと、コスト削減・新商品開
発・特許取得等様々な経営課題
を解決すべく技術の研究・開発
に向けた相談会を開催してい
ます。

　平成29年4月に、お取引先
企業の新入社員及び若手社員
を対象に「2017なんぎんビジ
ネスセミナー（第21回接遇・マ
ナー研修）」を開催しました。お
取引先35社105名の皆様の
ご参加があり、ご好評いただき
ました。

　鹿児島県内の若手経営者及
び後継者を中心に、お取引先企
業を会員とした「南友会」を運
営しております。例会を定期的
に開催しており、セミナーや交
流会を通じ、会員相互間の交流
を図りつつ地域経済活性化の
お手伝いをしております。

　平成29年3月5日（日）に開
催された「鹿児島マラソン
2017」へ、昨年に引き続き約
120名の当行職員がボラン
ティアとして参加しました。当日
は荒田八幡宮前の給水所の運
営を担当し、小雨の中を懸命に
走るランナーに大きな声援を
送りながら、スポーツドリンクや
水などの配布を行いました。

　青少年育成の一環として、鹿
児島市少年サッカー連盟主催
の鹿児島市少年サッカーリー
グ「なんぎんカップ」への協賛
や、ビーチサッカー大会「なん
ぎんＥＣＯカップ」の開催等、地
域イベントへの協賛を行ってい
ます。

なんぎんビジネスセミナーの開催

鹿児島マラソンへのボランティア参加

「南友会」～企業交流会の開催～

地域イベントへの参加、協賛

【主な支援事例】
・南の逸品商談会inTokyo（平成28年9月、当行より10社参加）
・かごしまの逸品商談会（平成29年1月、当行より11社参加）

【活動実績】
平成29年2月　12社参加

（講師：㈱清友　代表取締役　宮之原　明子氏）

（会員数：平成29年3月末　136名）
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インフォメーション

鹿児島ユナイテッドＦＣ定期預金の販売
　鹿児島を盛り上げるために活動するサッカーチーム「鹿児島ユナイテッドＦＣ」を応援する商品として、『鹿児島ユナイテッドＦ
Ｃ定期預金』を平成29年3月15日～平成29年5月31日の期間で販売しました。本商品は預金総額の0.01％相当額（上限
100万円）を鹿児島ユナイテッドＦＣへ支援金として贈呈するとともに、ご契約いただいたお客様の中から500名様に抽選で
観戦チケットのプレゼントや、ホームゲームの入場者数に応じて定期預金金利がアップするなど、鹿児島ユナイテッドＦＣのサ
ポーター増加も企図した商品としております。
※本定期預金の販売は終了しております。

技術相談会の開催

各種商談会への出店支援
　南九州地域の農業、食料を
中心とした産業振興を行い、地
域経済の活性化に寄与するた
めに、「鹿児島アグリ＆フード金
融協議会」（鹿児島県内7金融
機関で構成）に参画し、販路開
拓及び事業展開支援に向けた
各種相談会への出店支援を
行っております。

　南銀産学交流支援サービス
の一環として、㈱鹿児島TLO協
力のもと、コスト削減・新商品開
発・特許取得等様々な経営課題
を解決すべく技術の研究・開発
に向けた相談会を開催してい
ます。

　平成29年4月に、お取引先
企業の新入社員及び若手社員
を対象に「2017なんぎんビジ
ネスセミナー（第21回接遇・マ
ナー研修）」を開催しました。お
取引先35社105名の皆様の
ご参加があり、ご好評いただき
ました。

　鹿児島県内の若手経営者及
び後継者を中心に、お取引先企
業を会員とした「南友会」を運
営しております。例会を定期的
に開催しており、セミナーや交
流会を通じ、会員相互間の交流
を図りつつ地域経済活性化の
お手伝いをしております。

　平成29年3月5日（日）に開
催された「鹿児島マラソン
2017」へ、昨年に引き続き約
120名の当行職員がボラン
ティアとして参加しました。当日
は荒田八幡宮前の給水所の運
営を担当し、小雨の中を懸命に
走るランナーに大きな声援を
送りながら、スポーツドリンクや
水などの配布を行いました。

　青少年育成の一環として、鹿
児島市少年サッカー連盟主催
の鹿児島市少年サッカーリー
グ「なんぎんカップ」への協賛
や、ビーチサッカー大会「なん
ぎんＥＣＯカップ」の開催等、地
域イベントへの協賛を行ってい
ます。

なんぎんビジネスセミナーの開催

鹿児島マラソンへのボランティア参加

「南友会」～企業交流会の開催～

地域イベントへの参加、協賛

【主な支援事例】
・南の逸品商談会inTokyo（平成28年9月、当行より10社参加）
・かごしまの逸品商談会（平成29年1月、当行より11社参加）

【活動実績】
平成29年2月　12社参加

（講師：㈱清友　代表取締役　宮之原　明子氏）

（会員数：平成29年3月末　136名）
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